
岡
山
市
の
う
ち
東
区
、
瀬
戸
内
市

別
表
第
五
岡
山
の
款
高
梁
（
新
見
）
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
、
真
庭
市
の
う
ち
上
中
津
井
、
下
中
津
井
、下
呰
部
、

上
呰
部
、
阿
口
、
上
水
田
、
宮
地
、
山
田
、
五
名
」
を
削
り
、
同
款
西
大
寺
の
項
管
轄
区
域
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

平成™™年›月˜日 木曜日 (号外特第˜—号)官 報

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
及
び
児
童
福
祉
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年

厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
令
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
規
定
）

第
二
十
六
条
の
二

令
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
イ
に

規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
規
定
は
、
地
方

税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第

三
百
十
四
条
の
七
並
び
に
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項

及
び
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二

号
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条

中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
七
条
第
一

項
第
四
号
」
に
改
め
、「
同
項
第
一
号
」
の
次
に
「
か
ら

第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
」
を
加
え
、「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」

に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で

削
除

第
三
十
二
条
第
一
号
中「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
」

を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条

削
除

第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
利
用
者
負
担
世
帯

合
算
額
」
の
下
に「（
令
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る

利
用
者
負
担
世
帯
合
算
額
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項

第
三
号
中
「
に
係
る
支
給
決
定
障
害
者
等
利
用
者
負
担

合
算
額
」
を
「
が
同
一
の
月
に
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
令
第
二
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た

額
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
四
号
」
に

改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
三
中
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項

第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
船
員
保
険
法
」
の

下
に「（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）」を
、「
国
家
公

務
員
共
済
組
合
法
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第

百
二
十
八
号
）」を
、「
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
」
の

下
に「（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）」を
、「
私

立
学
校
教
職
員
共
済
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
八
年
法

律
第
二
百
四
十
五
号
）」を
加
え
、
同
項
第
十
号
中
「
前

年
度
に
」
を
削
り
、「
前
年
度
の
」
を
「
直
近
の
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
以
下
こ
の
節
」
を
「
第

四
十
一
条
第
六
号
、
第
四
十
四
条
第
二
号
、
第
四
十
六

条
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
五
条
及
び
第
五
十
六
条
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「
に
あ
っ
て
は
、」を「
で
あ
っ

て
、
直
近
の
支
給
認
定
に
係
る
申
請
に
お
い
て
」
に
改

め
、「
医
師
の
診
断
書
」
の
下
に「（
高
額
治
療
継
続
者
に

該
当
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る

医
師
の
診
断
書
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
項
第

九
号
の
事
項
を
証
す
る
書
類
）
を
添
付
し
て
い
る
と
き

は
、
こ
れ
」
を
、「
掲
げ
る
診
断
書
」
の
下
に
「
及
び
同

項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
項
第
九
号
の
事
項
を
証
す
る

書
類
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
の
二
を
削
る
。

第
三
十
九
条
第
一
号
中「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
二
十
六
号
）」を
削
り
、「
第
二
十
九
条
第
一
項
」を「
第

十
七
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
中「
第
二
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
給
付
」

を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
各
号
を
加
え
る
。

一

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
及
び
寡
婦
年
金
並
び
に
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
法
律
第
三
十
四
号
」

と
い
う
。）第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
民

年
金
法
に
基
づ
く
障
害
年
金

二

厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百

十
五
号
）
に
基
づ
く
障
害
厚
生
年
金
、
障
害
手
当

金
及
び
遺
族
厚
生
年
金
並
び
に
法
律
第
三
十
四
号

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険

法
に
基
づ
く
障
害
年
金

三

船
員
保
険
法
に
基
づ
く
障
害
年
金
及
び
障
害
手

当
金
並
び
に
法
律
第
三
十
四
号
第
五
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
に
基
づ
く
障
害
年
金

四

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
に
基
づ
く
障
害
共
済

年
金
、
障
害
一
時
金
及
び
遺
族
共
済
年
金
並
び
に

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
百
五
号
）
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
公
務
員
等
共
済
組

合
法
に
基
づ
く
障
害
年
金

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
予
防
接
種
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

予
防
接
種
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
二
第
三
号
中
「
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）」を
「
厚
生
労
働
省
組
織

規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）」に
改
め
る
。

（
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
一
条
中
「
第
六
百
四
十
二
条
」
を
「
第
六
百
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

（
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
入
所
し
よ
う
と
す
る
国
立
保
養
所
」
を「
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
国
立
保
養
所
」
を
「
、
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
国
立
保
養
所
」
を
「
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

（
障
害
児
福
祉
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

障
害
児
福
祉
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
七
号
中
「
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）」を
「
厚
生
労
働
省
組
織
規
則

（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）」に
改
め
る
。

（
厚
生
労
働
省
聴
聞
手
続
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

厚
生
労
働
省
聴
聞
手
続
規
則
（
平
成
十
二
年
厚
生
省

労
働
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
国
立
保
養
所
」
を
「
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

（
不
動
産
登
記
の
嘱
託
職
員
を
指
定
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

不
動
産
登
記
の
嘱
託
職
員
を
指
定
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
厚
生
省

労
働
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

「
国
立
児
童
自
立
支
援
施
設
長

国
立
光
明
寮
長

国
立
保
養
所
長

国
立
知
的
障
害
児
施
設
長

」
を
「
国
立
児
童
自
立
支
援
施
設
長
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
九
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
、
障

害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）

第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
、
第
三
十
五
条
第

一
項
第
四
号
並
び
に
第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
第
二
号
、

第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項

第
二
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
二
十
七
条
の
十
一
第
一
項

第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
障
害

者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

�Ÿ
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